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背景背景
地域においては

核家族化
個人主義の浸透 → 地域における地縁的なつながりの希薄化
少子化

☆☆子ども達にとって、今まであった、地域の住民と交流することにより様々な子ども達にとって、今まであった、地域の住民と交流することにより様々な
経験をする機会を減少させ、その経験から学んでいた「社会性」や「信頼関係」経験をする機会を減少させ、その経験から学んでいた「社会性」や「信頼関係」
を作り上げていくことを困難にしていを作り上げていくことを困難にしているる。。

学校においては
子どもの学力低下 → 教員の業務量が全体的に
教育活動以外の業務の増加 増加し、負担も増加

☆☆教員が、子ども一人一人に対するきめ細やかな指導をする時間教員が、子ども一人一人に対するきめ細やかな指導をする時間がが確保確保できでき
ないないために、教員の勤務負担を軽減するサポート体制の充実が必要とされてために、教員の勤務負担を軽減するサポート体制の充実が必要とされて
いるいる。。

問題点



問題を解決する為に求められること

学校とその地域との繋がりを重視する

↓つまり

教育というものを学校教育というものを学校という枠という枠の中でだけ行うのの中でだけ行うの
ではなく、地域ぐるみの学校教育ではなく、地域ぐるみの学校教育を行うこと。を行うこと。

そのために、学校側が

地域のボランティア

外部の専門人材 の協力を得る必要がある。

背景背景



実例実例

• 和田中学校 東京都杉並区

学校の教育活動を支援するために

『『地域本部地域本部』』という機関を設置。

地域住民や元ＰＴＡメンバーを中心
とした学校支援ボランティア



現状（実例）現状（実例）

• 和田中では『『地域本部地域本部』』が中心となり、
学校教育の様々な支援活動を運営する。

和田中での例
１．夜スペ（夜スペシャル）
放課後に、私塾と提携して私塾と提携して行われる
学習支援授業

２．ドテラ（土曜日寺子屋）
土曜日に、ボランティア先生（主に学生）ボランティア先生（主に学生）によって
行われる学習支援授業



地域本部地域本部

•• 「学校支援地域本部事業」「学校支援地域本部事業」
• 文部科学省の平成20年度新規事業



「学校支援地域本部事業」「学校支援地域本部事業」
概要概要

• 学校長や教職員、ＰＴＡなどの関係者を中心とす
る「学校支援地域本部」「学校支援地域本部」を全国に設置。

• その下で、地域住民が学校支援ボランティアとし
て学習支援活動や部活動の指導など地域の実
情に応じて学校教育活動の支援を行うもの。



「学校支援地域本部事業」「学校支援地域本部事業」
目的目的

地域全体で学校教育を支援する体制作りを推進

•• 地域の教育力の低下地域の教育力の低下や、教員の業務量増加教員の業務量増加と
いった現状を改善。

→学校と地域との連携体制が築かれ、地域の教地域の教
育力向上育力向上を図るとともに、教員を支援し、勤務負教員を支援し、勤務負
担を軽減担を軽減する。



地域コーディネータ地域コーディネータ
地域の現状を理解

している人

学校と地域（人
材）の間を調整す

る

地域（人材）

学校

協
力
依
頼

調
整

調
整

支
援
活
動

学校支援地域本部

地域教育協議会地域教育協議会
学校長、教職員、
PTA、自治会など

事業の現状・企画・
方針などの議論･

調整をする

概念図概念図



提案システム提案システム

•• 学校支援地域本部事業の目的学校支援地域本部事業の目的

→ 地域ぐるみの学校教育を行う。

•• 本研究で提案するシステムの目的本研究で提案するシステムの目的

→ 学校と地域の協力を支援し、地域ぐるみ
の学校教育を活性化させる。

★地域本部を支援するシステムである



•• 提案システムでは、主に３種類の機能を提案システムでは、主に３種類の機能を
持たせる持たせる

１．地域と学校のマッチングの場の提供

２．地域と学校の交流の場を提供

３．地域本部の活動を発信

提案システム提案システム



学校

学校支援地域本部

人材情報人材情報

求人情報求人情報

マッチングの場マッチングの場

両者がマッチングで
きる場を提供する



地域本部
交流の場

意見

提案

相談

議論

報告

地域 学校

交流の場交流の場

地域と学校が忌憚なく発地域と学校が忌憚なく発
言しあう場を提供すること言しあう場を提供すること
で、事業を活性化させるで、事業を活性化させる



・学校支援地域本部事業への・学校支援地域本部事業への
理解が深まる。理解が深まる。

・地域ぐるみの教育への意識・地域ぐるみの教育への意識
が高まる。が高まる。

学校

学校支援地域本部

活動報告活動報告

活動予定活動予定

発信

現
状
を
知
る

活動発信活動発信



地域本部向け情報サイト作成地域本部向け情報サイト作成

『『XOOPSXOOPS（（CMSCMS）を用いた対話型情報サイト）を用いた対話型情報サイト』』

・・CMS CMS （コンテンツマネージメントシステム）とは（コンテンツマネージメントシステム）とは

Webコンテンツを構成するテキストや画像、レイアウト情報などを一元
的に保存・管理し、サイトを構築したり編集したりするソフトウェアのこと。

・・XOOPSXOOPSとはとは

オープンソースの非常に高機能なCMS。多数のユーザを管理し、多数
のユーザで１つのサイトを作り上げるようなシステムが作れる。

システムの試作システムの試作



地域本部向け情報サイトの構成地域本部向け情報サイトの構成

地域本部向け情報サイト地域本部向け情報サイト

地域本部

人材情報

交流の場

求人情報

活動報告

活動予定

学校に関すること

地域に関すること

４つのコンテンツ４つのコンテンツ

活動発信

マッチングの場

交流の場



地域本部向け情報サイト地域本部向け情報サイト



メインメニューメインメニュー

ログインログイン

サイトの基本的な説明サイトの基本的な説明

交流の場（フォーラム）交流の場（フォーラム）



ログイン後のログイン後の
トップ画面トップ画面

メインメニューメインメニュー

ユーザメニューユーザメニュー



地域本部地域本部



人材情報人材情報

人材データ人材データ

ワード検索ワード検索



① ②

人材情報人材情報

③



求人情報求人情報

見出し見出し

見出し見出し

簡単な内容簡単な内容

内容の詳細内容の詳細
求人に応募する求人に応募する



交流の場交流の場



交流の場交流の場



交流の場交流の場

返信返信



地域ぐるみの学校教育が求められている地域ぐるみの学校教育が求められている

そのためには…
（１）地域と学校でニーズや不満を共有する。

（２）その上で地域と学校との連携体制を作る。

→ 地域本部向け情報サイトで支援

（１）に関しては、交流の場

（２）に関しては、マッチングの場

まとめまとめ

提案サイトを利用することで、地域と学校の両者が

主体的に活動を継続的に行うことが可能になる



以下についての検証以下についての検証

• システム導入や運用について

• 事業活性化に対する提案サイト
の有効性

• 提案サイト活性化の方策

今後の課題今後の課題



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました
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